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はじめに

スズメ Passer montanus は東洋区と旧北

区に広く分布し，日本にはサハリンから台

湾にかけて分布する亜種 P. m. saturatus が

生 息 し て い る（Summers-Smith 1995, 日

本鳥学会 2000）．本種の一腹卵数につい

て，Cramp & Perrins（1994）は，基本的

に 2-7 卵 [min–max: 1-8] で，最頻値は 5 卵

と記述している．日本では，1917 年から

1921 年に農商務省農務局が秋田において

201 の巣を調べ，5-6 卵が 75％を占め，最

大 8 卵を 1 例記録している（農商務省農務

局 1923）．ただしこの 8 卵については，放

棄卵が残っていたものとみなしている．お

そらくそれを引用した山階（1980）でも一

腹卵数は通常 5-6 卵で，稀に 4 または 8 卵

産むと記載されている． 

本稿では，秋田県大潟村に設置された巣

箱の中で，ひとつの産座に 9 卵産みこまれ

た巣（1 例）を発見したので報告する．著

者らが知る限り，日本で記録されたものの

なかでは，最大数である．この通常とは違

う巣の繁殖経過や給餌頻度がどのようなも

のだったか報告すると共に，1 個体もしく

は複数の雌が産卵した巣なのか，また複数

雌が産卵したとすれば，種内托卵やそれ以

外のどのような要因で 9 卵巣が生じうるの

かを考察した．

調査地および調査方法

調 査 は 秋 田 県 大 潟 村（40˚01'N, 140˚ 

03'E）で行った．大潟村はその大半が大規

模な稲作地帯であり，農業倉庫が点在し，

そこがスズメの集団営巣場所になっている

（平野伸明氏 私信）．そのうちの南東部に位

置する一軒の農業倉庫に設置された巣箱の

ひとつで，本調査の対象となる 9 卵のある

巣が発見された．この巣を 2010 年 7 月 12

日 -8 月 8 日の間に計 12 回見まわり，繁殖

経過を観察した．

卵の色彩パターンを精査および写真撮影

するために，未孵化卵の回収を行った．ス

ズメは一腹卵の中で，他の卵より地の色

が白っぽく，斑が大きい卵を最後に産み

（Harrison 1975, Summers-Smith 1995），

このような最終卵は日本では「止め卵」と

よばれている（仁部 1979）．そこで卵の色

彩パターンから，9 卵の中で止め卵がいく
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つ含まれているのかを調べた．回収した卵

は長径および短径をノギスで 0.01mm の精

度で計測後，孵化直前まで胚発生が進んで

いるか，未受精卵もしくは胚発生初期に死

亡したのかどうかを調べた．

結果

秋田県大潟村の農業倉庫に設置された巣

箱を 7 月 12 日に見回り，ひとつの産座に

8 卵入った巣を発見した（平野伸明氏 私信）．

7 月 13 日 10 時 48 分に巣内を観察した際，

9 卵になっていた．卵の色彩パターンには

変異があり，地が薄茶色で密な小さい斑が

入る卵が 6 個，地が白っぽくて不明瞭な大

きい斑を持つ卵が 1 個（止め卵の可能性あ

り），地の色が白っぽくて比較的明瞭な大き

い斑が入る卵が 2 個（止め卵と判断）あっ

た（図 1）．このことからこの 9 卵巣の中に

止め卵が少なくとも 2 卵 （ただし合わせて

3 個の可能性もあり）含まれていると判断

した．

7 月 23 日 16 時 24 分の観察では 1 雛が

孵っており，残りは卵のままであった．こ

の雛は羽が全く生えていない赤裸な状態で，

羽域が全く識別できなかった．その後，7

月 24 日 14 時 01 分，7 月 25 日 13 時 48 分，

7 月 26 日 11 時 09 分，7 月 27 日 8 時 41

分，7 月 28 日 16 時 54 分，7 月 30 日 15

時 35 分，および 8 月 2 日 16 時 03 分に観

察したが，1 雛 8 卵のままであった．最後

に雛を観察したのは 8 月 6 日 14 時 09 分で，

この時点で雛は風切羽や尾羽が半分以上伸

長し，体羽が全身を覆うまでになっていた．

8 月 8 日 11 時 56 分に巣内を観察した時に

は，巣に雛はいなかった．

8 月 2 日に未孵化卵 8 個を全て回収した．

未 孵 化 卵 8 個 は， 平 均 長 径 20.02 ± SD 

0.30 [min-max: 19.49-20.45] mm，平均短

径 14.96 ± SD 0.21 [14.57-15.31] mm だ

った．これらの未孵化卵を割って，中身を

観察したところ，8 卵全てにおいて孵化直

前まで発達した胚は見られず，未受精もし

くは胚発生の初期に死亡した卵であること

がわかった．未孵化卵には地が薄茶色で密

な小さい斑が入る卵が 5 個（図 1a-e），地

が白っぽくて不明瞭な大きい斑を持つ卵が

1 個（図 1f），地の色が白っぽくて大きい斑

が入る卵が 2 個（図 1g, h）巣箱内に残っ

ていたことから，地が薄茶色で密に小さい

斑が入る卵 1 個が孵化したことがわかった．

考察

今回我々は，日本で記録されたもののな

かでは，最大と思われる 9 卵が産みこまれ

たスズメの巣を発見した．Summers-Smith 

(1995) はヨーロッパ各地（スペイン，ス

イス，チェコ，ベルギー，ドイツ，イギリ

ス）で行われた 11 の研究から，82-95%

の一腹卵数は 4-6 卵で，各地域の一腹卵数

の最大値は 7 卵（7 研究），8 卵（3 研究），

10 卵（1 研究）と報告している．この中

で一腹卵数の最大値が最も大きかったドイ

ツの研究では，113 巣中で 9 卵巣が 1.8% 

（n=2），10 卵巣が 0.9%（n=1） 見つかって

いる（Hannover 1989）．上述の研究以外

に Berndt (1936) も 9 卵および 10 卵の巣
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を報告しているが，このような卵数の多い

巣は，2 個体以上の雌による産卵か，もし

くは放棄卵が残っていたと解釈されている．

今回発見した巣では，9 卵のうち孵化に

達したものは 1 卵であった．9 卵が複数の

雌による産卵だとしても，1 雌が生んだ卵

は複数あるはずであり，複数の雛が孵化し

てもよいはずである．これほど孵化率が低

かった理由として，ひとつの産座に通常の

一腹卵より多い卵があったことで，うまく

抱卵ができていなかった可能性が考えられ

る．

この巣がどのような経緯で 9 卵になった

のかについて，次の 5 つの仮説が挙げられ

る．（1）一雌が一腹として 9 卵を産んだ，（2）

前回の未孵化卵が巣に残った状態で同一雌

が次の一腹卵を同じ巣に産んだ，（3）放棄

卵が巣に残った状態で，別の雌が卵を産ん

だ，（4）産卵期もしくは抱卵期に種内托卵

を受けた，（5）複数の雌が一つの巣を同時

期に共同で利用した．今回の観察からは決

定的な結論は得られなかったが，以下にど

の仮説の蓋然性が高いか検討する．

まず仮説 1 についてだが，この可能性

は低いだろう．なぜなら，9 卵以上の卵数

はスズメにとって通常の一腹卵数の範囲外

図 1．秋田県大潟村で発見されたスズメの 9 卵巣から，2010 年 8 月 2 日に回収された 8 個の未孵化卵．地が薄茶色
で密な斑が入る卵が 5 個（a–e），地が白っぽくて不明様な大きい斑を持つ卵が 1 個（f），地の色が白っぽくて明瞭な
大きい斑が入る卵が 2 個（g–h）残っていた．卵 g は回収後に破損したため，中央と鈍端にひびがある．左下に示した
スケールバーは 1cm．
Fig. 1.  Unhatched tree sparrow eggs recovered from a nest box on 2 Aug. 2010. Five eggs were heavily spotted 
against light brown ground color (a-e). One was pale with large unclear specks ( f ). Two were also pale but their 
patches were clear (g and h). Cracks in the central part and the obtuse-edge of egg (g) resulted from breakage after 
the collection. Scale bar indicates 1cm.
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で（ 山 階 1980，Cramp & Perrins 1994，

Summers-Smith 1995）， 1 巣 に 9 卵 以 上

入っていた非常に稀な報告でも，複数雌

の産卵や放棄卵が残っていた可能性が指

摘されているからである（Berndt 1936，

Summers-Smith 1995）．また卵の模様から

も仮説 1 は否定される．なぜなら，一腹卵

の中で色彩パターンが唯一異なる最終卵，

つまり止め卵が，今回の 9 卵の中に少なく

とも 2 つ入っていたからだ（図 1g, h）．

仮説 2 および仮説 3 については，同一繁

殖期の中で前の古巣を掃除して次の繁殖に

入るという観察例はスズメで報告されてい

ないが，前年繁殖期の古い巣材を掃除する

行動が知られていることから（Mazgajski 

2007），前の巣の産座に放棄卵が残ったま

ま，新たに産卵する可能性は低いだろう．

ただこの巣箱を設置した農業倉庫では，非

常に高密度でスズメが繁殖していたため営

巣場所が不足しており，放棄卵を処理する

前に，即座に産卵を開始した可能性は残る．

仮説 4 の種内托卵が起こった可能性は相

対的に高い．鳥類の種内托卵は 234 種で報

告されており（Yom-Tov 2001），スズメや

同属種のイエスズメ P. domesticus でもみ

つかっている（Summers-Smith 1988, Yom-

Tov 2001）．イエスズメについては多くの

研究があり，集団によって托卵率は異なる

が，0-12% の巣が種内托卵を被る（Manwell 

& Baker 1975, Kendra et al . 1988, Cordero 

et al . 1999, Veiga & Boto 2000, López de 

Hierro & Ryan 2008）．ある集団では托卵

された卵を認識する個体が確認されてお

り，托卵された巣の約 32-35％でその卵の

受け入れが拒否される（Kendra et al . 1988, 

López de Hierro & Ryan 2008）．一般的に

イエスズメは巣の放棄によって卵を拒否す

る（egg rejection）ので，この対抗戦略に

は自身の卵を損失するコストを伴う（López 

de Hierro & Moreno-Rueda 2010）． 種 内

托卵の頻度がある程度高い場合には，スズ

メでも巣の放棄によって托卵に対抗する戦

略が進化しうるが，頻度が低ければこのよ

うな対抗戦略をもたない可能性もある．も

し今回の 9 卵巣が種内托卵によって生じた

とすれば，巣を放棄していないため，托卵

された卵を認識していない可能性が考えら

れる．ただし今回の 9 卵巣が種内托卵によ

って起こったという確証をえるためには，

DNA を用いた親子判定が必要であるが，今

回はそれについての情報を得ることはでき

なかった． 

仮説 5 に挙げたように，ひとつの巣（産座）

に複数雌が産卵して共同で繁殖する例は，

いくつかの種類で知られている（Richardson 

et al.  2002, Shen et al.  2010）．しかしスズ

メやイエスズメでは，このような繁殖形態

が発見されていないことから，仮説 5 の可

能性は低いと思われる．

　以上より，今回発見された 9 卵巣は，

1 個体の雌による一腹卵である可能性（仮

説 1）は低く，2 個体以上の産卵，もしく

は 1 個体による複数の一腹卵が混ざった可

能性が高い．そのうち複数雌が共同でひと

つの巣を利用する仮説 5 の可能性はスズメ

では考えにくい．仮説 4 に挙げた種内托卵

がもっとも可能性は高いが，通常は捨てる

放棄卵を捨てなかった可能性も否定はでき
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ない（仮説 2，3）．いずれにせよ，1 巣に

9 卵入っているという非常に稀な事例が，

繁殖密度の高い地域で発見されたことは重

要であると思われる．
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Nine-egg clutch of Tree Sparrows using a nest box in Akita Prefecture, northern Japan
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We found an uncommonly large clutch of the Tree Sparrow Passer montanus in 

July 2010.  Nine eggs were laid in a nest box at Ogata Village in Akita Prefecture, northern 

Japan.  One egg hatched and successfully fledged, but the other eight eggs remained 

unhatched.  The clutch included at least two eggs different from the others in color and 

pattern. It is known that Tree Sparrows lay the last egg different from the others of a 

clutch in color and pattern. The largest clutch ever reported for Tree Sparrows consists 

of eight eggs. It is, therefore, reasonable to assume that these eggs were laid by multiple 

females (including parasitic ones) or they belonged to different clutches laid by the same 

female. 

Key words: Hachiro-gata, more than one clutch, nest box, nine eggs, Passer montanus


